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住空間における安心や快適さといった新たな付加価値創出に向けて、高速高感度なバイオセン

サが求められている。我々はサンドイッチアッセイによる蛍光検出方式のインフルエンザウイル

スセンサの開発に取り組んできた。本研究では流路構造を有する格子結合型プラズモン共鳴バイ

オセンサを作製し、インフルエンザウイルス核タンパク質(NP: Nucleoprotein)を検出できるか評価

した。 

図 1 に本研究で用いる流路構造を有する格子結合型プラズモン共鳴バイオセンサとその断面図

を示す。全体はディスク形状をしており、下地にあらかじめ捕捉抗体を固定化した格子結合型プ

ラズモニック基板、中間に両面粘着フィルム、上基板にポリカーボネート基板を貼り合わせた 3

層構造となっている。上基板の穴からウイルス NP 含有液、蛍光標識付き抗体の順に送液するこ

とで、基板上に抗原抗体反応複合体を形成し、蛍光評価した。図 2 に流路バイオセンサ基板上で

評価した蛍光強度のウイルス NP 濃度依存性を示す。検体濃度に対して蛍光応答は両対数グラフ

上で線形に増加しており、インフルエンザウイルス NP 濃度が定量可能なバイオセンサとして機

能することを確認した。 
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図 1: 流路構造を有する格子結合型プラズモン

共鳴バイオセンサ基板。(inset) バイオセンサ基

板の断面形状図。 

図 2: 流路バイオセンサ基板上で評価した蛍光

強度のウイルス NP 濃度依存性(N=6)。 
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